
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

観光立国を支える道路施策について



我が国の観光を取り巻く状況
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訪日外国人旅行者数

国内宿泊旅行延べ人数

国内日帰り旅行延べ人数

約３億人

約３億人

注) 2014年以前の値は確定値、2015年1月～7月の値は暫定値、

2015年8月～9月の値は推計値、％は対前年(2014年)比

単位：万人

出典）ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

○訪日外国人旅行者数は順調に増加し、年間2000万人達成間近。
一方で、国内旅行については、ほぼ横ばいで推移。

○国内における旅行消費額の約９割は、日本人による消費。

日本人国内日帰り旅行
4.5兆円（20.1%）

日本人海外旅行（国内分）
1.4兆円（6.3%）

訪日外国人旅行等
2.2兆円（9.8%）

出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査」
財務省・日本銀行「国際収支統計」より

全体：22.5兆円

日本人国内宿泊旅行
14.4兆円（63.8%）

※数値は内閣府「国民経済計算」データによる
補正前の暫定値であり、今後、改定があり得る。

■国内における旅行消費額（2014年）■訪日外国人及び日本人旅行者数の推移

日本人旅行者は横ばい

1

30000

1632万人
(10月末まで)
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観光立国を支える道路施策（案）

結節点

鉄道駅 空港バスターミナル

②観光地での快適な空間づくり

オープン化 無電柱化

ＳＡ・ＰＡ 道の駅

①円滑なアクセス

渋滞対策 二次交通※

・外国人案内所
・Wi-fi
・免税店
・EV充電器
・地域内交通

[外国人] 旅行者数 ： 約1,300万人
旅行消費額 ： 約 2.2兆円

[国内] 旅行者数 ： 約 6億人
旅行消費額 ： 約 19兆円
※国内は、宿泊と日帰りの総数

スマートＩＣネットワーク整備

日本の旅行者数・旅行消費額(H26)

: 今回議論

・担い手（(仮称)道路協力団体）

訪日外国人旅行者数2,000万人の「その先」も見据えた「質の高い」観光立国を実現

※二次交通とは、空港や 駅から観光目的地までの交通手段のこと
例）シャトルバス、レンタル自転車 など

③地域観光の拠点づくり

圏央道

歩行者空間の整備

4F：高速バスターミナルの整備

3F：タクシー乗降場
一般車乗降場・駐車場の整備

池袋方面

渋谷方面

アクセス道路の整備

⑤わかりやすい道案内

ナビゲーション 標識

観光地

④観光を作り出す

土木遺産 道路元標



観光の質を高めるための道路の主な取組
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①円滑なアクセス
②観光地での
快適な空間づくり

③地域観光の
拠点づくり

④観光を作り出す

・地域住民 ・来訪者 ・関係団体 ・道路管理者 等

連携

⑤わかりやすい道案内

ネットワーク整備

スマートＩＣ整備

交通結節点整備・
改善

二次交通との連携

歩行者・自転車
通行空間確保

オープン化

オープンカフェ
レンタサイクル
広告 等

無電柱化の推進

空間の修景

美化活動の推進

道の駅、ＳＡ・ＰＡの
活用

駐車場、トイレの充実
観光案内・渋滞情報
の提供
地域産品の商品開発
・販売等渋滞対策の推進

バリアフリー

観光資源としての道路

街道
道路元標
土木遺産

風景街道 等

インフラツーリズム

(仮称)道路協力団体



・ 主要渋滞箇所とは、最新交通データや地域の声
等を基に渋滞対策協議会において特定した、地域
全体として渋滞を実感している箇所

・ 平成27年12月現在で、全国に9,099箇所

主要渋滞箇所

全国における渋滞対策の検討・実施

○全国の渋滞箇所において効果的な対策を推進するため、各都道府県単位等で道路管理

者、警察、自治体、利用者団体等から構成される渋滞対策協議会を設置。

○渋滞対策協議会で地域の主要渋滞箇所を特定し、ソフト･ハードを含めた対策を検討･実施。

・地域の課題を共有することで道路管理者・
道路利用者間での議論を促進

必要に応じ
地域の声の反映

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

メンバー:道路管理者（国、自治体、高速道路会社）、
警察、バス・タクシー事業者、観光団体 等

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現

地域の主要渋滞箇所の特定・見直し

・最新交通データによる渋滞状況検証
・交通状況に対する専門的見地からの検証

渋滞対策協議会における議論

この他、高速道路上の主要渋滞箇所が302箇所

【主要渋滞箇所数】
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・渋滞対策協議会において、渋滞対策を検討・実施
・毎年度、以下のマネジメントサイクルにより、主要渋
滞箇所をモニタリングの上、随時見直し

渋滞対策協議会

休日も渋滞している箇所
約7割（約6,000箇所）

・観光地
・大規模店舗
・レジャー施設 等

平日

休日
今後、きめ細かく要因を
分析し、対策を検討・実施

9,099箇所

①円滑なアクセス



観光地周辺での渋滞

銀座中央通りの路上駐車の状況

■旅行速度の変化（銀座中央通り）

○全国の観光地周辺では、年間を通じた休日の渋滞や、イベント時、観光シーズンの渋滞
が発生しており、ソフト対策等を充実していくべきではないか。

○最近では、外国人買物客の観光バスの路上駐車により、銀座、秋葉原等の商業地域周
辺で渋滞が悪化しており、周辺商業施設、バス事業者、警察と連携した対策を強化すべ
きではないか。

沖縄県名護市
沖縄本島北部（美ら海水族館等）
への観光交通

京都府京都市
秋の観光シーズン

【イベント時の渋滞】

【観光シーズンの渋滞】

【年間を通じた休日の渋滞】

新潟県長岡市
長岡まつり花火大会

旅
行
速
度
（
ｋ
ｍ
／
ｈ
）
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全国の観光地周辺の渋滞 外国人買物客の観光バスによる渋滞
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出典）プローブデータ

①円滑なアクセス



既存の道路幅で
車線運用の見直し

駐車場容量の
効率的な運用

潜在的な駐車場容量の
活用

オンラインのバス専用駐車場予約シ
ステムにより、観光バスの駐車待ちを
抑制 （平成19年より、秋の行楽シー
ズンに実施）
・自家用車は駐車禁止
・混雑時は予約無しのバスを他の駐
車場へ案内

観光地における渋滞対策

○観光地の魅力を高め、今後の更なるインバウンド観光需要に対応するため、地域や公共

交通と連携し、ビッグデータを活用しながら既存の道路や駐車場の容量・空間を賢く使

い、即効性のある対策を強化していくべきではないか。

2車線道路に
駐車待ち車両が混在、
通過交通に影響

：バス ：駐車車両
（観光）

：通過車両
（地元）

至 伊勢神宮内宮

駐車場

通過交通が
スムーズに

至 伊勢神宮内宮

3車線化により、
駐車待ち車両を
通過交通から分離

駐車場

整備前：2車線

整備後：3車線

平均旅行速度が約10km/h向上

H25.12 3車線化（延長100m）

三重県・伊勢神宮周辺の対策事例 京都市全域における対策事例

秋の行楽シーズンに、通年のパーク
＆ライド駐車場（約6,600台分）に加
え、企業や公共施設の敷地を活用
して臨時の無料駐車場を開設 （平
成27年は約800台）

京都市・嵐山地区の対策事例

対策期間中の駐車場状況（H26.11）

（写真：京都市提供）

右京区役所跡地；60台

日新電機㈱本社；150台

ユーザー
登録

HPで
予約

予約当日
駐車
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①円滑なアクセス



観光地の魅力を高める道路空間の活用

・オープンカフェの実施等、地域の賑
わいを創出

・道路の無電柱化と併せ、美しい景観を形成

・沿道状況等と調和の
とれた道路緑化の実
施により、地域全体
の価値を向上

埼玉県川越市

北海道札幌市

○道路空間を活用した賑わいの創出や良好な景観の形成など快適な空間づくりを通じて、
観光地の魅力を向上。

【整備前】
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②観光地での快適な空間づくり

サイクリングしまなみ

道路空間を活用した賑わいの創出 良好な景観の形成

【整備後】



道路空間のオープン化

○非常時を含めた交通機能や安全を確保した上で、制約の少ない道路空間についてはオー
プン化を推進し、観光の振興にも寄与。

○道路空間の活用を担う主体として道路協力団体（仮称）制度を創設すべきではないか。

（札幌市）

（イメージ）

【道路空間の活用イメージ】

広告マネジメント

郊外エリア

都市エリア

オープンカフェ

（名古屋市）

道路空間の修景

（富士宮市）

レンタサイクル

（高崎市）

（富士宮市）

除草・植栽活動
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不法占用調査※

※不法に設置された障害物に対する措置も併せて検討

公的活動 収益活動

②観光地での快適な空間づくり



外国人対応可能なスタッフが常駐し、
広域観光や交通情報を提供

○「道の駅」は地域の観光振興を支える上でも重要な拠点。
○外国人向け・有人観光案内所の設置、無料公衆無線LANの整備により、渋滞情報の
提供やインバウンドも含めた観光案内を更に充実すべきではないか。

観光コンシェルジュによる案内

ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所
「道の駅」：７０駅 (７％)

（平成27年3月時点）

観光の拠点としての「道の駅」

■外国人観光案内所 ■「道の駅」の総合案内窓口 ■道の駅 SPOT（※）

トップページ画面（例）

・無料公衆無線LAN 532駅 (49%)
（H27.7月末現在）

・「道の駅」ＳＰＯＴ 13駅 (1%)
（H27.10月末現在）

専属スタッフのいる観光案内所
350駅 （32%）

（平成27年3月時点）

※無料公衆無線LANを用いた
道の駅のポータルサイト

③地域観光の拠点づくり

9
ＪＮＴＯ認定外国人観光案内所総数：５２５箇所（H27.11月末現在）
道の駅総数：１,０７９駅（H27.11月末現在）



○来訪者や地域の活動団体との連携により、歴史・文化的な価値を有する道路施設等をリ
バイバルし、観光資源として活用すべきではないか。
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④観光を作り出す

風景街道

街道

土木遺産

■歴史的・文化的な価値を有する道路施設の例

○歴史的土木構造物
の保存に資することを
目的として土木学会が
認定

土木遺産：９８件
※土木学会認定のうち道路に
関するもの

○住民、ＮＰＯ、企業等の多様な主体との協働のもと、道
を舞台として、地域の風景、自然、歴史等の資源を活か
した活動を展開
○美しい国土景観の形成、観光振興、地域活性化に寄与

（日南海岸きらめきライン・宮崎県）

観光資源としての道路

道路元標

○国道の起終点を示すものとして旧道路法施行令
（大正８年）で法制化（日本各地に存在）

国道１号 日本橋の道路元標

山形の石橋群（山形県）

○宿場跡や関所跡などが残り、古の人・物の往来を
支えた旧街道

○街道を通じた歴史や文化の発信・体験、街道を活かし
た地域づくり等の取組を実施。（街道相互の交流や
情報交換を展開）

奈良県里程元標（奈良市）体験プログラムの事例旧旅籠つちや（長野県）

近畿地方での
体験プログラム
（歴史街道

Bingo de ラリー）

地域と一体となった魅力向上、観光ルートへの取り込み、道の駅等での発信、
インフラツーリズムの展開等を通じて観光資源として活用
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インフラツーリズムへの活用

○道路施設等を観光資源として、民間企業等と連携しツアー等に活用すべきでないか。

日 程：平成２７年６月２１日(日)～１１月８日（日）

主 催：(株)ＪＴＢ関東

除雪の様子

■インフラツーリズムの実施例

（参加人数） （件数）

（年）H27
※11月まで

■国交省と民間企業等が連携した
道路のインフラツーリズムの推移

『甲州夢街道ウォーク』

『秘境八十里越体感バス』
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日 程：平成２７年１０月３１日(土)

主 催：甲州夢街道（八王子・相模湖・藤野エリア）

「甲州夢街道ウォーク」の実施状況

1,436

3,047
2,849

※道路局調べ（H27.11時点）

「秘境八十里越体感バス」企画パンフレット

参加人数（民間）

件数

参加人数
（自治体、任意団体等）

④観光を作り出す



わかりやすい道案内への取組

主要な観光地等における英語表記改善

施設等 英語 施設等 英語

橋 Bridge 公園 Park

通り
Avenue /Street 

/Boulevard
山岳 Mountain

温泉 Onsen 河川 River

標識令に基づく告示による対訳表（下記抜粋）の活用

・平成25年９月より、全国の主要な観光地49箇所
等で道路案内標識の英語表記改善を実施
（45箇所で現地施工着手（平成27年11月時点））

【改善前】

【改善後】

観光ガイドマップ

表記を一致

道路案内標識

○主要な観光地等において、「ローマ字」表記から外国人にわかりやすい「英語」表記への

改善や案内充実等の取組を更に推進※すべきではないか。
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交差点名標識の改善事例

・「旧集成館」に隣接する交差点の交差点名標識を、
「旧集成館前」の表示に変更
【改善前】

【交差点名標識変更箇所】
国道10号 鹿児島市吉野町

【改善後】

※ 案内の連続性・整合性を確保した改善に向けて、道路管理者や他の関係機関からなる道路標識適正化委員会を活用

・「寺山炭窯跡」へ最寄りのバス停から向かう歩行者
のための道路案内標識を設置

Terayama Charcoal Kiln

寺山炭窯跡

鹿児島市吉野町

三州原学園前バス停 寺山炭窯跡

：標識設置箇所

⑤わかりやすい道案内

産業遺産ロゴ



【参考】観光における道路利用の実態と課題

■観光トリップの距離帯別機関分担 ■観光地周辺の道路の不満点

出典）自動車工業会アンケート調査(2008) 13
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出典）幹線旅客純流動調査(2010)

単位：千人／日

2,000
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1,000
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乗用車

○観光トリップの大半は乗用車が分担。
○観光地周辺の道路について、渋滞、駐車場、案内、休憩施設などの不満が上位。

0％ 20％ 40％ 60％

渋滞がひどい

駐車場・駐輪場が少ない

目的地までの道が分かりづらい

道路幅が狭い

車道と歩道が分離されていないため危険

休憩する施設がない

通行できるルートが限られる

バイパスがなく市街地を通らなくてはならず不便

道路のネットワークが不十分

舗装やガードレールなど設備が傷んでいる

悪天候などで通行止めになることがあり不便

特に不満な点はない 等
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【参考】賑わいの創出のための担い手確保

協議会

連携

地区の課題解消に向けた
解決策の策定・実施・検証

道路協力団体の業務に必要な道路工事施工承認および道路占用許可について、活動の円滑化を
図るため、柔軟に対応

道路協力団体のインセンティブ

直
轄
国
道
事
務
所
を
含
む

関
係
道
路
管
理
者

○道路協力団体（仮称）は、道路管理者と連携して、道路工事、道路の維持、利用者等の
利便増進、情報収集・提供、調査研究、普及啓発等に関する活動を面的に実施。

○地区の道路の使い方や課題解消に向け、協議会を活用するとともに、インセンティブを
付与。
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<収益活動>

・オープンカフェ

・広告マネジメント

・レンタサイクル 等

<公的活動>

・除草等による道路

管理及び景観の確保

・植栽活動 等

道路空間の価値向上

観光の振興
（地域の活性化・賑わいの創出）

収益の活用 活動・空間価値向上・
観光振興の好循環を形成

道路空間の活用イメージ道路協力団体と道路管理者の連携

※協議会：法定の協議会を設置して連携強化


